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は
じ
め
に

デ
フ
ォ
ー D

aniel D
efoe

の
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』The Life and Strange Surprising A

dventures of R
obinson C

rusoe

（
一
七
一
九
）
は
、
幕
末
期
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
訳
本
を
通
し
て
翻
訳
さ
れ
、
他
作
品
に
先
ん
じ
て
一
定
数
の
読
者
を
獲
得
し
た
西
洋
小
説
で

あ
っ
た
。
最
初
の
翻
訳
で
あ
る
黒
田
行
元
（
麹
廬
）
訳
『
漂
荒
紀
事
』
は
嘉
永
年
間
（
一
八
四
八
〜
五
四
）
に
は
す
で
に
成
立
し
、
安
政
四

年（
一
八
五
七
）に
は
児
童
向
け
の
簡
約
本
を
翻
訳
し
た
横
山
保
三（
由
清
）訳『
魯
敏
遜
漂
行
紀
略
』も
出
版
さ
れ
た
。
明
治
十
年（
一
八
七
七
）

か
ら
十
一
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
山
田
正
隆
訳
『
回
世
美
談
』一
は
、
こ
れ
ら
に
次
い
で
登
場
し
た
、
初
め
て
の
英
語
か
ら
の
翻
訳
で
あ

っ
た
。

『
回
世
美
談
』
は
、
和
紙
使
用
の
活
版
印
刷
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
巻
頭
に
置
か
れ
た
「
回
世
美
談
凡
例
」（
以
下
「
凡
例
」）
に
、「
全

本
ヲ
分
ツ
テ
六
十
回
ト
シ
一
回
以
テ
一
巻
ト
シ
則
全
本
六
十
小
巻
ト
ス
而
テ
各
月
二
回
ヲ
発
兌
ス
ル
所
ナ
リ
二
」
と
あ
る
よ
う
に
、
全
体
を

六
十
回
に
分
け
、
一
回
分
を
一
冊
と
し
、
毎
月
二
冊
出
版
す
る
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
、
第
一
回
が
明
治
十
年
十
二
月
三
、
第

二
回
が
翌
年
一
月
、
第
三
回
が
同
年
三
月
、
第
四
回
が
同
年
六
月
四
と
、
半
年
間
で
四
冊
の
刊
行
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
間
、
第
二
回
ま
で
は

大
倉
孫
兵
衛
五
、
第
三
回
か
ら
は
巌
々
堂
と
、
発
兌
元
の
書
肆
も
交
代
し
た
。

現
在
、
本
書
の
所
蔵
が
確
認
で
き
る
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
国
立
国
会
図
書
館
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
流
通
量
が
多
く
な
か

一 

『
回
世
美
談
』
に
言
及
す

る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
柳
田

泉
『
明
治
初
期
翻
訳
文
学
の
研

究
』（
明
治
文
学
研
究
第
五
巻
、

春
秋
社
、
一
九
六
一
年
）、
豊

田
実
「
イ
ギ
リ
ス
漂
流
物
邦
訳

考
」（『
日
本
英
学
史
の
研
究
』

千
城
書
房
、
一
九
六
三
年
）、

橋
口
稔
「
日
本
に
お
け
る
『
ロ

ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ウ
』」

（『
外
国
語
科
紀
要
　
英
語
教

室
論
文
集
』
三
十
一
巻
三
号
、

一
九
八
四
年
二
月
）、
宇
佐
美

毅
「 “R

o
b
in

so
n
 C

ruso
e” 

の
明
治
期
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て

―
表
現
構
造
が
作
り
出
す
世

界
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第

六
十
六
巻
三
号
、
一
九
八
九

年
三
月
）、
高
橋
修
「〈
人
称
〉

の
翻
訳
・
序
説

―
明
治
初

山
田
正
隆
訳
『
回
世
美
談
』と
明
治
初
期
翻
訳
小
説
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期
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国

語
と
国
文
学
』
第
七
十
巻
五

号
、
一
九
九
三
年
五
月
）、
新

熊
清
『
翻
訳
文
学
の
あ
ゆ
み

―
イ
ソ
ッ
プ
か
ら
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
ま
で
』（
世
界
思
想
社
、

二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

二 

山
田
正
隆
訳『
回
世
美
談
』

第
一
回
（
大
倉
孫
兵
衛
、
明
治

十
年
）。
第
二
回
以
降
は
明
治

十
一
年
出
版
、
第
三
回
と
第
四

回
は
巌
々
堂
よ
り
発
兌
。以
下
、

同
書
か
ら
の
引
用
は
回
と
頁
の

み
を
示
す
。

三 

『
朝
野
新
聞
』
明
治
十
年

十
二
月
十
三
日
広
告
に
よ
る
。

四 

『
出
版
書
目
月
報
』
第
六

号
（
明
治
十
一
年
六
月
分
）
に

よ
る
。

五 

第
一
回
の
発
兌
書
肆
は
、

奥
付
に
記
載
さ
れ
ず
、
前
掲

『
朝
野
新
聞
』
広
告
に
は
、「
通

一
丁
目
　
万
青
堂
」
と
書
か
れ

る
。
当
時
、
万
青
堂
を
名
乗
っ

た
書
肆
に
は
別
所
平
七
が
い
る

が
、
こ
れ
は
湯
島
の
書
肆
で
あ

り
、
広
告
の
万
青
堂
は
大
倉
孫

兵
衛
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
大
倉
は
錦
栄
堂
を
名
乗
っ

た
が
、
当
時
は
ま
だ
書
物
の
出

版
に
乗
り
出
し
た
ば
か
り
で
あ

り
、
こ
う
し
た
名
前
が
広
告
に

っ
た
こ
と
、
同
時
代
の
文
学
へ
の
影
響
も
大
き
く
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
文
学
史
的
に
見
れ
ば
、
本
書
は
明
治
以
降
の
翻
訳
小

説
の
成
立
と
展
開
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
本
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
訳
者
山
田
正
隆
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
幕
末
期
の
翻
訳
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
の
翻
訳
が
ど
の
よ
う
な
場
で
成
り
立
ち
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
も
の

で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

一
、
杏
園
山
田
正
隆

内
務
省
の
『
版
権
書
目
』
第
五
号
（
明
治
十
一
年
三
月
）
に
お
い
て
、
訳
者
の
山
田
正
隆
は
「
静
岡
県
士
族
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
第

二
の
表
紙
左
下
に
は
「
杏
華
園
刊
行
」
と
あ
る
が
六
、
発
兌
元
の
大
倉
孫
兵
衞
が
「
杏
華
園
」
を
名
乗
る
例
は
な
い
た
め
、「
杏
華
園
」
は
、

出
版
人
も
兼
ね
て
い
た
山
田
と
関
係
す
る
名
称
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

静
岡
県
士
族
と
「
杏
華
園
」
に
つ
な
が
る
人
物
と
し
て
、
旧
幕
臣
で
杏
園
を
号
と
す
る
山
田
正
隆
と
い
う
人
物
が
い
る
。
山
田
杏
園
に
つ

い
て
記
し
た
重
要
な
資
料
と
し
て
は
、
ま
ず
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
杏
園
山
田
先
生
家
系
略
』（
明
治
二
十
六
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
幕

府
の
医
官
を
務
め
た
菅
原
正
方
（
山
田
宗
円
）
を
祖
と
す
る
家
系
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
荻
生
徂
徠
に
学
び
、
儒
官
と
な
っ
た
正
朝
（
麟
嶼
）

や
、『
傷
寒
論
』
の
研
究
で
知
ら
れ
た
正
珍
（
図
南
）
ら
の
伝
記
が
略
述
さ
れ
る
。
彼
ら
の
子
孫
に
当
た
る
杏
園
の
本
名
は
正
隆
で
、
そ
の

履
歴
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

◯
正
隆
正
教
長
男
　

号
杏
園
竹
宇

明
治
元
年
家
督
更
ニ
徳
川
藩
ニ
帰
参
シ
父
ヲ
草
加
駅
ニ
辞
シ
東
京
ニ
出
テ
儒
ヲ
業
ト
ス
夙
ニ
海
保
漁
村
先
生
ノ
門
ニ
遊
ヒ﹇
ビ
﹈兼
テ
大
学

南
校
ニ
英
学
ヲ
修
メ
内
務
ニ
属
官
タ
リ
シ
拓
落
意
ヲ
得
ス﹇

ズ
﹈明
治
十
一
年
英
華
学
舎
ヲ
設
立
教
授
ニ
従
事
ス
七

『
杏
園
山
田
先
生
家
系
略
』
の
奥
付
に
は
「
英
華
余
芳
第
六
号
附
録
」
と
記
さ
れ
る
。『
英
華
余
芳
』
と
は
杏
園
が
開
い
た
英
華
学
舎
発
行

の
会
員
制
作
文
投
稿
雑
誌
で
あ
り
八
、
こ
の
家
系
略
は
杏
園
の
門
人
た
ち
が
著
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
山
田
杏
園
に
つ
い
て
は
、
成
瀬
麟
・
土
屋
周
太
郎
編
『
大
日
本
人
物
誌
』（
大
正
二
年
〈
一
九
一
三
〉）
に
も
略
歴
が
記
さ
れ
る
。

187



山田正隆訳『回世美談』と明治初期翻訳小説  （飛田  英伸）
右51

君
は
東
京
の
画
家
な
り
旧
幕
儒
菅
麟
岐
﹇
マ
マ
﹈の

孫
、
嘉
永
五
年
九
月
五
日
生
る
、
通
称
正
隆
杏
園
は
其
号
維
新
後
開
成
校
に
修
め
明
治

七
年
以
来
教
部
省
内
務
省
等
に
歴
任
し
十
九
年
春
私
立
哲
学
校
を
創
設
し
後
進
を
誘
掖
薫
陶
す
二
十
一
年
以
降
五
十
嵐
竹
塢
に
就
き
南

宗
画
の
筆
法
を
学
ぶ
方
今
日
本
美
術
協
会
、
日
本
南
宗
画
会
巽
画
会
員
に
し
て
日
本
赤
十
字
社
員
、
衛
生
組
合
長
、
日
本
橋
呉
服
町
交

義
会
長
た
り
嗜
好
、
和
歌
を
好
み
現
に
和
歌
奨
励
会
員
に
し
て
斯
会
の
為
に
尽
す
所
あ
り
と
い
ふ
其
著
に
勤
学
捷
径
、
幼
学
文
語

﹇
マ
マ
﹈、

至
道

﹇
マ
マ
﹈等

あ
り
（
東
京
市
日
本
橋
区
呉
服
町
八
）九

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
る
杏
園
の
著
書
名
は
、
正
確
に
は
、『
立
身

要
訣

勤
学
捷
径
』（
明
治
三
十
三
年
）、『
幼
学
文
話
』（
明
治
二
十
二
年
）、『
至
真
論
』

（
明
治
三
十
五
年
）
で
あ
る
。『
勤
学
捷
径
』
と
『
幼
学
文
話
』
が
漢
文
と
英
文
の
学
習
法
を
述
べ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
、『
幼
学
文
話
』
に

著
者
を
「
静
岡
県
士
族
」
と
す
る
奥
付
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
大
倉
孫
兵
衛
か
ら
発
展
し
た
大
倉
書
店
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
杏

園
が
『
回
世
美
談
』
の
訳
者
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

さ
ら
に
、『
回
世
美
談
』
奥
付
の
訳
者
の
居
住
地
が
英
華
学
舎
の
所
在
地
と
一
致
す
る
こ
と
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
。
奥
付
に
は
「
第
一

大
区
四
小
区
美
土
代
町
三
丁
目
四
番
地
」（
第
一
回
）
と
さ
れ
る
一
方
、
英
華
学
舎
の
所
在
地
は
、
明
治
十
二
年
十
一
月
二
十
八
日
の
『
読

売
新
聞
』
の
広
告
欄
に
、「
本
日
本
校
儀
両
替
町
九
番
地
へ
移
す
　
美
土
代
町
　
英
華
学
舎
」
と
あ
り
、
同
じ
く
神
田
美
土
代
町
に
あ
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
る
。

以
上
か
ら
、『
回
世
美
談
』
の
訳
者
は
山
田
杏
園
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
一
〇
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
情
報
を
加
え
、『
回

世
美
談
』
成
立
期
を
中
心
と
す
る
履
歴
を
以
下
に
改
め
て
ま
と
め
て
お
く
。

杏
園
山
田
正
隆
は
、嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
九
月
五
日
、
医
学
館
の
教
諭
で
あ
っ
た
山
田
正
教
（
天
保
六
年
〜
明
治
十
三
年
〈
一
八
三
五

〜
八
〇
〉）
の
長
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
た
。
父
の
正
教
が
勤
め
た
医
学
館
は
幕
府
直
轄
の
医
学
校
で
あ
っ
た
が
、
山
田
は
年
少
期
、
医

学
館
直
舎
の
儒
学
教
授
も
務
め
た
海
保
漁
村
に
漢
学
を
学
ん
だ
。
英
語
を
学
ん
だ
の
は
維
新
後
の
こ
と
で
あ
り
、
新
政
府
が
幕
府
か
ら
引
き

継
い
だ
洋
学
校
、
開
成
校
な
い
し
大
学
南
校
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
名
称
か
ら
判
断
す
る
と
、
在
籍
期
間
は
、
明
治
二
年
初
頭
か
ら
四

年
末
頃
ま
で
の
間
に
収
ま
る
こ
と
に
な
る
。
出
仕
前
の
彼
の
動
向
に
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
官
員
録
等
の
記
載
に
よ
る
と
、
廃
藩
置
県
後

の
籍
は
浜
松
県
に
置
か
れ
て
お
り
、
明
治
九
年
八
月
の
同
県
の
廃
止
に
伴
い
、
静
岡
県
士
族
と
な
っ
た
。

山
田
は
、
寺
社
行
政
や
国
民
教
化
を
統
括
し
た
教
部
省
、
お
よ
び
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
内
務
省
社
寺
局
に
出
仕
し
た
。『
大
日
本
人
物
誌
』

は
、
教
部
省
へ
の
出
仕
を
明
治
七
年
か
ら
と
し
て
い
る
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
教
部
省
職
員
録
』
に
お
い
て
名
前
が
初
め
て
確

認
で
き
る
の
は
、
明
治
八
年
十
二
月
五
日
改
の
も
の
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
官
員
録
で
は
、
九
年
十
二
月
十
八
日
出
版
御
届
の
西

現
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
な

お
、大
倉
孫
兵
衛
に
つ
い
て
は
、

『
大
倉
山
論
集
』
第
五
十
四
輯

（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
参
照
。

六 

な
お
、
国
会
図
書
館
所
蔵

本
の
第
一
回
は
表
紙
左
下
が
欠

損
し
て
お
り
、
記
載
の
有
無
は

確
認
で
き
な
い
。

七 

松
井
力
太
郎
・
岩
村
鋠
太

郎
・
工
藤
龍
太
郎
『
杏
園
山
田

先
生
家
系
略
』（
工
藤
龍
太
郎
、

明
治
二
十
六
年
）。

八 

『
読
売
新
聞
』
明
治

三
十
一
年
八
月
三
日
に
広
告
が

あ
る
。

九 

成
瀬
麟
・
土
屋
周
太
郎
編

『
大
日
本
人
物
誌
』（
八
紘
社
、

大
正
二
年
）、「
や
之
部
」
五
五

〜
五
六
頁
。

一
〇 

な
お
、
杏
園
の
出
仕
と

同
時
期
に
内
務
省
警
視
局
に
勤

め
、
後
に
福
井
県
三
方
郡
長
な

ど
を
務
め
た
山
田
正
隆
は
広
島

県
士
族
で
あ
り
、『
回
世
美
談
』

の
訳
者
と
は
別
人
で
あ
る
。
ル

ー
ブ
ル
社
出
版
部
編
『
大
日

本
人
物
名
鑑
』（
ル
ー
ブ
ル
社

出
版
部
、
大
正
十
年
五
月
）、

一
四
六
〜
一
四
七
頁
参
照
。
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一
一 

山
本
留
次
「
環
境
を

支
配
し
得
る
に
至
る
修
養
法
」

（『
実
業
の
世
界
』
第
三
十
二
巻

十
九
号
、
昭
和
四
年
十
月
）、

八
一
頁
。

一
二 

浜
田
徳
太
郎
編
『
山
本

留
次
翁
言
行
録
』（
博
進
社
、

昭
和
二
十
九
年
）、
一
六
〜

一
七
頁
。

一
三 

山
田
正
隆『
幼
学
文
話
』

（
大
倉
書
店
、明
治
二
十
二
年
）、

一
頁
。

一
四 

た
と
え
ば
、
明
治

三
十
六
年
十
一
月
か
ら
日
本
美

術
院
が
他
の
美
術
団
体
と
合
同

で
毎
月
開
催
し
た
二
十
日
会
で

は
、会
計
掛
に
な
る
と
と
も
に
、

新
作
批
評
に
複
数
回
出
品
し
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
日
本
美

術
院
百
年
史
編
集
室
編
『
日
本

美
術
院
百
年
史
』
第
二
巻
下

（
日
本
美
術
院
、一
九
九
〇
年
）、

五
五
〜
九
八
頁
。

一
五 

正
本
嘉
久
四
郎
編

『
五
十
週

年
記
念

社
団
法
人
日
本
橋
区
衛
生

協
会
沿
革
誌
』（
日
本
橋
区
衛

生
協
会
、
昭
和
十
一
年
）、

七
三
頁
。

一
六 

同
、
二
九
頁
。

村
隼
太
郎
編
『
官
員
録
』
ま
で
名
前
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
翌
月
に
当
た
る
十
年
一
月
十
一
日
の
太
政
官
布
告
第
四
号
に
よ
っ
て
教
部
省
は

廃
止
さ
れ
、
内
務
省
社
寺
局
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
一
時
的
に
官
員
録
へ
の
氏
名
記
載
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
人

員
整
理
に
よ
る
一
時
的
な
免
職
に
遭
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
十
一
年
九
月
出
版
の
大
崎
清
重
編
『
明
治
官
員
録
』
に
お
い
て

内
務
省
社
寺
局
の
一
員
と
し
て
再
び
登
場
し
、十
九
年
二
月
出
版
の
彦
根
正
三
編
『
改
正
官
員
録
』
ま
で
名
前
が
確
認
で
き
る
。『
回
世
美
談
』

の
出
版
時
期
は
、
教
部
省
が
廃
止
さ
れ
、
一
時
的
に
官
員
録
へ
の
氏
名
記
載
が
途
絶
え
た
時
期
と
重
な
る
。

英
華
学
舎
を
設
立
し
た
の
も
、
明
治
十
一
年
か
そ
の
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。『
文
部
省
第
六
年
報
』附
録
の「
明
治
十
一
年
中
学
校
一
覧
」

に
よ
る
と
、
英
華
学
舎
は
、
教
員
一
人
、
生
徒
三
十
四
人
と
な
っ
て
お
り
、
山
田
一
人
を
教
員
と
す
る
小
規
模
な
私
塾
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
英
華
学
舎
で
学
ん
だ
人
物
に
、
博
文
館
の
創
業
者
大
橋
佐
平
の
甥
で
、
洋
紙
販
売
業
の
博
進
社
で
社
長
を
務
め
た
山
本
留
次
が

い
る
。
明
治
五
年
に
新
潟
長
岡
で
生
ま
れ
、
二
十
年
に
叔
父
と
と
も
に
上
京
し
た
山
本
は
、
翌
年
博
文
館
が
日
本
橋
に
移
転
し
て
か
ら
十
年

間
、
出
勤
前
、
朝
五
時
か
ら
「
経
済
、
歴
史
、
英
語
な
ど
に
就
て
講
義
一
一
」
を
受
け
た
と
言
う
。
英
華
学
舎
は
こ
の
山
本
の
よ
う
に
、
小

学
校
を
出
た
後
、
働
き
に
出
た
者
に
と
っ
て
の
勉
強
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
英
華
学
舎
で
用
い
ら
れ
た
ら
し
い
一
二

山
田
の
『
幼
学
文
話
』
が
、「
今
幼
学
諸
氏
の
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
学
は
各
其
職
に
依
て
異
同
あ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
之
に
用
る
文
は
恐

は
和
漢
英
の
三
種
の
外
に
は
出
さ﹇

ざ
﹈る

ま
し﹇
じ
﹈と

存
じ
ま
す
一
三
」
の
よ
う
に
、
学
習
者
の
「
職
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
、全
体
が
「
で
す
」「
ま

す
」
を
用
い
て
初
学
者
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
。

官
職
を
退
い
た
山
田
は
、
英
華
学
舎
で
の
教
育
活
動
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
明
治
二
十
一
年
か
ら
は
、
五
十
嵐
竹
沙
の
子
、
竹
塢
に
就

い
て
南
宗
画
を
学
び
始
め
、
美
術
界
に
も
進
出
し
た
一
四
。
晩
年
の
活
動
は
文
人
的
な
性
格
が
強
く
、『
一
時
二
十
首
詠
』（
大
正
七
年
）、『
時

雨
の
落
葉
』（
大
正
十
四
年
、
同
十
五
年
）
な
ど
、
サ
ー
ク
ル
で
詠
ん
だ
和
歌
を
集
め
た
私
家
版
の
歌
集
を
編
ん
で
い
る
。
没
年
は
正
確
に

は
わ
か
ら
な
い
が
、『
五
十
週

年
記
念

社
団
法
人
日
本
橋
区
衛
生
協
会
沿
革
誌
』（
昭
和
十
一
年
〈
一
九
三
六
〉）
所
収
の
「
日
本
橋
区
衛
生
協
会
役
員
功

労
物
故
者
氏
名
」
の
中
に
名
前
が
確
認
で
き
る
一
五
。
山
田
は
昭
和
二
年
に
同
会
の
評
議
員
に
選
出
さ
れ
て
お
り
一
六
、
昭
和
初
年
ま
で
は
存

命
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
山
田
は
、
国
民
教
化
を
管
轄
し
た
教
部
省
に
出
仕
す
る
と
と
も
に
、
私
塾
で
の
教
育
活
動
を
行
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

厳
密
に
言
え
ば
、『
回
世
美
談
』
の
刊
行
が
始
ま
っ
た
と
き
に
は
、
彼
は
お
そ
ら
く
官
界
に
お
ら
ず
、
英
華
学
舎
も
ま
だ
設
立
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
彼
が
教
化
や
教
育
と
関
わ
る
場
に
い
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
回
世
美
談
』
の
翻
訳
に
も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

を
確
か
め
る
た
め
に
、
ま
ず
は
次
章
で
そ
の
前
史
と
な
る
幕
末
期
の
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
受
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
き

た
い
。
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二
、
蕃
書
調
所
の
読
書
空
間

『
漂
荒
紀
事
』
の
訳
者
で
あ
る
黒
田
行
元
は
近
江
膳
所
藩
士
で
、
適
塾
に
学
ん
だ
後
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
江
戸
に
遊
学
し

た
一
七
。『
漂
荒
紀
事
』
は
こ
の
遊
学
中
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
一
八
。『
漂
荒
紀
事
』
は
写
本
と
し
て
流
通
し
、
そ
の
文
体
は
「
我
祖
父
ノ
名

ヲ
魯
敏
孫
ト
云
其
名
ヲ
以
氏
ト
ス
一
九
」
の
よ
う
な
漢
文
訓
読
体
で
あ
っ
た
。
漢
文
訓
読
体
は
、
学
問
の
場
で
用
い
ら
れ
た
文
体
で
あ
り
、

翻
訳
に
も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
た
。
写
本
と
し
て
流
通
し
た
こ
と
か
ら
し
て
、
黒
田
が
翻
訳
に
際
し
て
想
定
し
た
読
者
の
範
囲
は
そ
う
広
い

も
の
で
は
な
く
、
洋
学
に
触
れ
る
者
に
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
漂
荒
紀
事
』
に
は
デ
フ
ォ
ー
の
名
は
記
さ
れ
ず
、「
魯
敏
孫
嶇
瑠
須
著
」
と
書
か
れ
た
。
黒
田
の
理
解
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
直
ち
に
は

断
言
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
『
漂
荒
紀
事
』
の
読
者
の
中
に
そ
れ
を
「
魯
敏
孫
嶇
瑠
須
」
と
い
う
実
在
の
人
物
の
手
記
と
し
て
読
ん
だ

者
が
い
た
こ
と
は
、
明
治
五
年
に
『
漂
荒
紀
事
』
を
斎
藤
了
庵
訳
『
魯
敏
孫
全
伝
』
と
し
て
出
版
し
た
高
田
義
甫
が
「
英
人
嶇
瑠
須
原
書
ヲ

斎
藤
源
訳
シ
候
書
ヲ
校
訂
ス
」（
文
部
省
『
准
刻
書
目
』
明
治
五
年
九
月
）
と
届
け
出
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。

一
方
で
、『
漂
荒
紀
事
』
と
し
て
訳
さ
れ
た
も
の
が
「
魯
敏
孫
嶇
瑠
須
」
の
手
記
で
は
な
く
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
セ
ル
カ
ー
ク

A
lexander Selkirk

と
い
う
人
物
の
体
験
を
も
と
に
書
か
れ
た
創
作
で
あ
る
と
い
う
理
解
も
幕
末
期
に
成
立
し
た
。
寛
政
の
三
博
士
の
一
人

古
賀
精
里
の
孫
で
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
開
設
の
幕
府
の
蘭
学
研
究
教
育
機
関
、
蕃
書
調
所
に
お
い
て
初
代
頭
取
を
務
め
た
古
賀
謹
一

郎
（
茶
渓
）
は
、
そ
の
理
解
に
至
っ
た
一
人
で
あ
る
二
〇
。『
和
蘭
宝
函
』
と
呼
ば
れ
た
雑
誌
二
一
の
記
事
を
中
心
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
文
献

を
古
賀
が
漢
訳
し
て
ま
と
め
た
『
度
日
閑
言
』（
慶
応
三
年
〈
一
八
六
七
〉
〜
明
治
元
年
頃
成
立
二
二
）
の
第
十
八
巻
に
は
、
セ
ル
カ
ー
ク
の

事
跡
を
述
べ
た
『
和
蘭
宝
函
』
の
記
事
が
「
孤
島
僻
栖
」
と
い
う
題
で
収
め
ら
れ
、「
ア
レ
キ
サ
ン
デ
ル
・
セ
ル
キ
ル
ク
」（
十
二
丁
裏
二
三
）

の
事
跡
が
「
ダ
ニ
ー
ル
・
デ
・
フ
ー
所
著
世
間
通
知
之
小
説
文
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
リ
ュ
ス
ー
伝
（
ダ
ニ
ー
ル
・
デ
・
フ
ー
著
す
所
、
世
間
通

知
の
小
説
文
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
リ
ュ
ス
ー
伝
）」（
十
三
丁
表
）
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
た
。
古
賀
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
蔵
書
が
あ
る
蕃
書
調

所
と
い
う
場
に
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
が
実
在
の
人
物
の
手
記
で
は
な
く
、「
ダ
ニ
ー
ル
・
デ
・
フ
ー
」
の

「
小
説
文
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
古
賀
が
、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ン
ホ
イ
スG

t. N
ieuw

enhuis
の
学
芸
辞
典
二
四
の
記
事
か
ら
セ
ル
カ
ー
ク
の
事
跡
が
デ
フ
ォ

ー
に
よ
っ
て
小
説
化
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
述
べ
た
部
分
を
抜
き
出
し
、『
和
蘭
宝
函
』
の
記
事
の
後
に
補
足
と
し
て
付
し
た
こ
と
で
あ
る
。

引
用
の
後
、
古
賀
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

一
七 

黒
田
に
つ
い
て
は
、
亀

田
次
郎
「
黒
田
麹
廬
の
業
績
及

其
著
書
」（『
芸
文
』
第
十
七

巻
九
・
十
号
、
一
九
二
六
年
十

月
）、
平
田
守
衛
『
黒
田
麹
廬

の
業
績
と
『
漂
荒
紀
事
』』（
黒

田
麹
廬
と
『
漂
荒
紀
事
』
第
一

巻
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

一
九
九
〇
年
）
参
照
。

一
八 

平
田
前
掲
書
、
五
頁
。

一
九 

平
田
前
掲
書
影
印
京

都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
安

中
本
に
よ
る
。
平
田
前
掲
書
、

二
七
一
頁
。

二
〇 

筑
波
大
学
附
属
図
書
館

に
古
賀
の
書
き
入
れ
が
あ
る

『
漂
荒
紀
事
』
写
本
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。

二
一 

N
ederlandsch m

agazijn, 
ter verspreiding van algem

eene 
en nuttige kundigheden

. 

A
m

sterdam
, 1834‒ 1859.

二
二 

朝
倉
治
彦
「
ロ
ビ
ン
ソ

ン
翻
訳
の
一
資
料
に
関
聯
し

て
」（『
明
治
文
化
資
料
叢
書
』

第
九
巻
翻
訳
文
学
編
〈
風
間
書

房
、一
九
七
二
年
〉所
収
月
報
）、

一
九
頁
参
照
。

二
三 

『
度
日
閑
言
』
第
十
八

巻
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
写
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本
）。
以
下
、
本
書
か
ら
の
引

用
は
丁
の
み
示
す
。

二
四 

G
t. N

ieu
w

en
h

u
is, 

A
lgem

een w
oordenboek van 

kunsten en w
etenschappen. 

Z
utphen, H

. C
. A

. T
hiem

e, 

1820‒ 1829. 

二
五 

黒
田
は
嘉
永
六
年
に
古

賀
と
会
っ
て
お
り
、
蕃
書
調
所

が
洋
書
調
所
と
改
称
し
た
文
久

二
年
（
一
八
六
二
）
に
古
賀
の

請
け
合
い
に
よ
っ
て
教
授
手
伝

と
し
て
出
仕
を
命
じ
ら
れ
て
い

る
。
亀
田
前
掲
論
文
、
八
六
〜

八
七
頁
、
平
田
前
掲
書
、
一
八

〜
一
九
、二
八
、七
六
〜
七
七
頁

参
照
。

小
説
家
往
々
敷
衍
失
事
実
。
而
伝
播
之
久
、
人
不
能
分
其
真
偽
。
是
有
識
者
…﹇
マ
マ
﹈…

常
所
嘆
。
噫
廿
年
前
、
読
ロ
ビ
ン
ソ
ン
伝
、
驚
其
奇
、

疑
或
西
人
弄
筆
、
非
実
事
。
今
読
本
条
、
而
知
果
皆
妄
。
夫
セ
ル
キ
ル
ク
四
年
辛
苦
、
其
功
難
泯
。
而
撰
空
名
、
以
謀
攘
其
美
紊
其
実
、

フ
ー
之
心
何
如
耶
。（
小
説
家
往
々
に
し
て
敷
衍
し
て
事
実
を
失
う
。
而
し
て
之
を
伝
播
す
る
こ
と
久
し
く
し
て
、
人
、
其
の
真
偽
を

分
か
つ
こ
と
能
わ
ず
。
是
れ
識
有
る
者
の
…
…
常
に
嘆
く
所
な
り
。
噫あ

あ

廿
年
前
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
伝
を
読
み
、
其
の
奇
な
る
に
驚
き
、
或

い
は
西
人
の
弄
筆
に
し
て
、
実
事
に
非
ざ
る
か
と
疑
う
。
今
、
本
条
を
読
み
て
、
果
た
し
て
皆
妄
な
る
を
知
る
。
夫
れ
セ
ル
キ
ル
ク
四

年
の
辛
苦
、
其
の
功
泯ほ

ろ

び
難
し
。
而
る
に
空
名
を
撰
し
、
以
て
其
の
美
を
攘ぬ
す

み
、
其
の
実
を
紊み
だ

さ
ん
と
謀
る
、
フ
ー
の
心
何
如
や
。）

（
十
九
丁
表
）

古
賀
が
言
う
「
廿
年
前
」
は
、『
度
日
閑
言
』
の
成
立
時
期
か
ら
考
え
る
と
、『
漂
荒
紀
事
』
の
成
立
が
推
定
さ
れ
る
嘉
永
元
年
頃
に
当
た

り
、『
漂
荒
紀
事
』
が
古
賀
の
周
辺
で
成
立
し
た
と
も
推
測
さ
れ
る
重
要
な
記
述
で
あ
る
が
二
五
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
古
賀
が
小
説
を

実
事
が
も
と
に
な
っ
て
成
立
す
る
も
の
と
考
え
、
セ
ル
カ
ー
ク
の
事
跡
が
も
と
に
な
っ
て
デ
フ
ォ
ー
の
小
説
が
書
か
れ
た
こ
と
を
、
そ
の
枠

組
み
に
お
い
て
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
小
説
観
は
小
説
を
「
稗
史
小
説
」
と
も
呼
ぶ
漢
文
脈
の
思
考
に
属
す
る
も
の
で
あ

り
、
古
賀
に
お
い
て
、
セ
ル
カ
ー
ク
の
事
跡
と
デ
フ
ォ
ー
の
小
説
と
の
関
係
は
、
た
と
え
ば
『
三
国
志
』
と
『
三
国
志
演
義
』
と
の
関
係
に

対
応
す
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
際
、
古
賀
が
事
実
を
歪
曲
し
た
と
し
て
デ
フ
ォ
ー
を
非
難
す
る
の
は
、「
改
其
地
所
姓
名
及
困
厄
事
、
而
名
其
勇
士
為
呂
敏
孫
、
而

因
颶
風
与
船
壊
泊
加
来
比
設
群
島
之
一
島
上
。
又
敷
衍
寂
寞
孤
島
、
為
廿
八
年
、
而
変
全
紀
事
、
為
十
八
世
事
（
其
の
地
所
姓
名
及
び
困
厄

の
事
を
改
め
て
、
其
の
勇
士
を
名
づ
け
て
呂
敏
孫
と
為
し
、
而
し
て
颶
風
と
船
壊
と
に
因
り
て
加
来
比
設
群
島
の
一
島
上
に
泊
ま
ら
し
む
。

又
た
寂
寞
の
孤
島
を
敷
衍
し
、
廿
八
年
と
為
し
、
而
し
て
全
紀
事
を
変
じ
、
十
八
世
の
事
と
為
す
）」（
十
九
丁
表
）
と
い
う
デ
フ
ォ
ー
の
創

作
が
実
事
を
な
お
ざ
り
に
す
る
も
の
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
古
賀
の
翻
訳
に
は
「
呂
敏
孫
伝
、
為
十
八
世
之
始
現
世
、
許
多
捏
虚
小

説
事
之
名
也
（
呂
敏
孫
伝
は
、
十
八
世
の
始
め
世
に
現
る
、
許
多
の
捏
虚
小
説
事
の
名
た
り
）」（
十
九
丁
表
）
や
、「
奈
此
人
野
鄙
心
十
分
、

将
盗
取
本
事
実
、
編
出
一
小
説
、
而
返
原
本
于
海
客
也
（
奈い

か
ん

せ
ん
や
、
此
の
人
、
野
鄙
心
十
分
に
し
て
、
将
に
本
事
実
を
盗
取
し
、
一
小

説
を
編
出
せ
ん
と
し
て
、
原
本
を
海
客
に
返
す
な
り
）」（
同
）
の
よ
う
に
、
デ
フ
ォ
ー
に
対
す
る
批
判
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

非
難
の
言
辞
は
漢
文
脈
に
お
け
る
実
事
と
小
説
の
関
係
と
、
デ
フ
ォ
ー
に
お
け
る
題
材
と
創
作
の
関
係
と
の
懸
隔
を
示
す
も
の
と
も
み
な
せ

よ
う
が
、
と
も
か
く
、
古
賀
は
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
を
漢
文
脈
の
小
説
観
に
基
づ
い
て
理
解
し
た
の
で
あ
っ
た
。

漢
学
が
学
問
の
基
礎
で
あ
っ
た
当
時
に
お
い
て
、
古
賀
の
読
み
方
は
、
学
問
を
積
ん
だ
者
た
ち
の
間
で
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
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え
ら
れ
る
。
学
問
の
場
で
あ
る
蕃
書
調
所
は
、
そ
の
よ
う
な
読
書
様
式
を
有
す
る
者
た
ち
が
集
ま
る
場
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
蔵
書
は
、
小

説
に
対
応
す
る
実
事
を
明
確
化
す
る
材
料
を
提
供
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
蕃
書
調
所
の
読
書
空
間
は
、
幕
末
に
お
け
る
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク

ル
ー
ソ
ー
』
受
容
の
最
前
線
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

安
政
四
年
出
版
の
横
山
保
三
訳
『
魯
敏
遜
漂
行
紀
略
』
も
、
蕃
書
調
所
に
出
仕
し
た
川
上
冬
崖
が
挿
絵
を
描
き
、
同
所
で
教
授
を
務
め
た

箕
作
阮
甫
が
序
文
を
書
い
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
蕃
書
調
所
を
母
体
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
冬
崖
に
つ
い
て
は
、
安
政
五
年

正
月
に
出
さ
れ
た
館
市
右
衛
門
に
よ
る
売
弘
願
に
「
蕃
書
調
所
絵
図
懸
り
／
川
上
万
之
丞
蔵
板
」、「
右
同
人
方
同
居
／
横
山
保
蔵

﹇
マ
マ
﹈訳

述
」

と
あ
り
二
六
、
出
版
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
魯
敏
遜
漂
行
紀
略
』
で
は
本
文
の
後
に
「
附
載
」
と
し
て
「
孤
島
僻
栖
」
と
同
じ
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ン
ホ
イ
ス
の
学
芸
辞
典
の
記
事
が
引
か

れ
、「
ア
レ
キ
サ
ン
デ
ル
、
セ
ル
キ
ル
ク
」（
十
六
丁
表
二
七
）
の
事
跡
と
、
そ
れ
を
も
と
に
「
著
述
家
ダ
ニ
ー
ル
、
デ
、
フ
ー
」（
同
丁
裏
）

が
創
作
を
行
っ
た
経
緯
と
が
示
さ
れ
た
。「
附
載
」
は
「
魯
敏
遜
の
事
蹟
を
考
る
に
、
原モ

ト

其
人
あ
る
に
あ
ら
ず
」（
十
六
丁
表
）
と
説
き
出
さ

れ
る
が
、
一
人
称
を
用
い
な
い
簡
約
本
二
八
を
翻
訳
し
た
本
書
に
お
い
て
「
魯
敏
遜
」
が
実
在
の
人
物
で
な
い
と
説
か
れ
る
こ
と
は
、
実
在

の
人
物
の
手
記
と
混
同
さ
れ
る
の
を
避
け
た
の
で
は
な
く
、
箕
作
阮
甫
の
序
が
「
或
曰
、
魯
敏
遜
本
無
其
人
。
出
名
家
達
尼
児
仮
託
之
筆

（
或
い
は
曰
く
、
魯
敏
遜
本も

と

其
の
人
無
し
。
名
家
達
尼
児
仮
託
の
筆
に
出
ず
と
）」（「
魯
敏
遜
漂
行
紀
略
序
」）
と
結
ば
れ
る
の
と
同
様
、
漢

文
脈
の
小
説
観
に
則
っ
た
読
書
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
だ
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
附
載
」
は
、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ン
ホ
イ
ス
の

記
事
の
引
用
に
よ
り
、「
魯
敏
遜
」
が
セ
ル
カ
ー
ク
に
由
来
す
る
こ
と
を
示
し
、
本
文
の
叙
述
を
漢
文
脈
の
小
説
観
に
基
づ
い
て
理
解
で
き

る
よ
う
に
補
助
す
る
機
能
を
有
し
た
の
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
古
賀
が
「
捏
虚
小
説
事
」
と
訳
し
た
部
分
が
「
ロ
マ
ン
」（
十
六
丁
表
）

と
訳
さ
れ
、「
正
史
と
な
く
稗
史
と
な
く
華
飾
を
主
と
し
て
人
意
に
中
す
べ
く
鋪
張
せ
る
一
種
の
文
体
」（
同
）
と
注
を
付
け
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。「
正
史
と
な
く
稗
史
と
な
く
」、
す
な
わ
ち
「
正
史
」「
稗
史
」
の
区
別
な
く
、
と
す
る
こ
と
は
「
正
史
」
と
「
稗
史
」
と
い
う
枠
組

み
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、「
正
史
」
も
し
く
は
「
稗
史
」
に
お
い
て
「
華
飾
」
を
主
眼
と
す
る
も
の
を
「
ロ
マ
ン
」

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
セ
ル
カ
ー
ク
が
「
魯
敏
遜
」
と
な
る
こ
と
に
伴
う
実
事
か
ら
の
乖
離
と
、
実
事
へ
の
依
拠
と
い
う
漢
文
脈
に
お
け

る
小
説
の
前
提
と
の
間
の
整
合
性
を
図
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
魯
敏
遜
漂
行
紀
略
』
の
出
版
は
、
蕃
書
調
所
の
外
部
の
読
者
に
対
し
て
蘭
書
の
世
界
を
伝
え
る
と
い
う
啓
蒙
的
意
識
に
基
づ
い
て
な
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
同
年
に
蕃
書
調
所
に
お
い
て
蘭
学
教
育
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
と
お
そ
ら
く
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

『
魯
敏
遜
漂
行
紀
略
』
が
蘭
学
の
初
学
者
を
対
象
読
者
と
し
て
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
は
、
原
本
が
児
童
向
け
の
簡
約
本
で
あ
り
、
訳
文
の
本

文
が
十
五
丁
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
が
、「
附
載
」
の
存
在
が
示
す
よ
う
に
、
読
者
と
し
て
想
定
さ
れ
た
の
は
漢
学
を
主
と
す

二
六 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

『
市
中
取
締
続
類
集
』
書
籍
之

部
四
ノ
上
所
収
。
翻
字
は
、
前

掲
『
明
治
文
化
資
料
叢
書
』、

三
〇
一
頁
。

二
七 

横
山
保
三
訳
『
魯
敏
遜

漂
行
紀
略
』（
出
雲
寺
文
次
郎
・

出
雲
寺
万
次
郎
、
安
政
四
年

〈
一
八
五
七
〉）。
以
下
、
同
書

か
ら
の
引
用
は
丁
の
み
示
す
。

二
八 

松
田
清
「『
魯
敏
遜
漂

行
紀
略
』
翻
訳
考
」（『
京
都

古
本
や
往
来
』
第
五
十
一
〜

五
十
三
、五
十
六
、五
十
九
号
、

一
九
九
一
年
一
月
〜
一
九
九
三

年
一
月
）
参
照
。
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る
基
礎
的
な
学
問
を
積
ん
だ
者
で
あ
り
、
文
字
に
通
じ
て
い
な
い
よ
う
な
者
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
原
書
が
「
児
童
の
嬉
戯
に
供
へ
し

も
の
」（
十
八
丁
表
）
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
一
方
で
、
翻
訳
に
つ
い
て
は
「
其
章
を
逐
ひ
句
を
踏
み
て
片
言
隻
語
も
私
に
省
か
ず
加

へ
ず
務
め
て
原
書
に
由
循
し
て
之
を
翻
せ
ん
」（
同
）
と
さ
れ
る
の
み
で
、
原
書
の
よ
う
に
子
供
を
対
象
読
者
と
し
た
と
は
述
べ
ら
れ
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
よ
う
。
そ
の
訳
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

魯ロ
ビ
ン
ソ
ン

敏
遜
屈ク
リ
ユ
ス
ー

律
西
は
育ヨ
ル
ク

英
吉
利
国

の
地
名
　

の
貴
ヨ
シ
ア
ル
イ
ヘ
ス
ヂ

族
な
り
此
人
と
し
わ
か
き
ほ
ど
よ
り
遠
く
旅タ
ビ
ア
リ
キ行

せ
ん
の
企
あ
り
け
り
父
そ
の
事
を
し
り
て
側
近

く
よ
び
て
汝イ

マ
シ

此
国
を
離ハ
ナ

れ
て
遠
く
旅
行
せ
ん
と
思
ふ
さ
ま
み
ゆ
旅タ
ビ

は
憂ウ

き
も
の
ぞ
か
し
さ
る
辛ク
ル
シ
ミ苦

に
身
を
う
ち
ま
か
せ
て
あ
り
か
ん

こ
と
い
と
痛イ

タ

ま
し
汝イ
マ
シ

の
才
能
わ
が
家
に
と
ゞ
ま
り
居ヲ
ル

と
も
必
あ
る
べ
き
さ
ま
に
身
は
た
て
つ
べ
き
物
ぞ
な
ど
い
さ
め
こ
し
ら
へ
け
り

（
一
丁
表
〜
裏
）

訳
者
が
原
書
を
忠
実
に
訳
す
こ
と
を
意
識
し
、「
一
種
名
づ
く
べ
か
ら
ざ
る
の
体
」（
十
八
丁
裏
）
と
な
っ
た
と
語
る
そ
の
文
体
は
、
漢
語

を
用
い
つ
つ
、
平
仮
名
表
記
の
和
語
の
多
用
と
、「
汝イ

マ
シ

」
の
よ
う
な
訓
の
付
加
と
に
よ
っ
て
、
雅
文
と
し
て
の
和
文
体
に
則
る
よ
う
に
書
か

れ
た
。
そ
の
文
体
を
「
頗
有
今
昔
物
語
之
風
（
頗
る
今
昔
物
語
の
風
有
り
）」（「
魯
敏
遜
漂
行
紀
略
序
」）
と
評
し
た
箕
作
阮
甫
が
「
保
三
江

都
人
、
邃
国
学
而
善
属
国
文
（
保
三
は
江
都
の
人
、
国
学
に
邃ふ

か

く
し
て
善
く
国
文
を
属
す
）」（
同
）
と
記
す
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
訳
者
の
横

山
は
国
学
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
阮
甫
が
「
非
余
輩
妄
冒
漢
人
口
吻
以
成
一
種
不
可
解
之
語
之
比
也
（
余
輩
の
妄み

だ

り
に
漢
人
の
口
吻

を
冒
し
て
以
て
一
種
不
可
解
の
語
を
成
す
の
比
に
非
ざ
る
な
り
）」（
同
）
と
言
う
よ
う
に
、
そ
の
文
体
は
、
漢
学
を
基
礎
と
し
て
学
問
を
し

て
い
た
者
た
ち
か
ら
も
優
れ
た
文
体
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
魯
敏
遜
漂
行
紀
略
』
の
翻
訳
に
お
い
て
読
者
と
し
て
想
定
さ
れ
た
の
は
、

訳
者
た
ち
と
読
書
空
間
を
共
有
し
て
い
な
い
蘭
学
の
初
学
者
た
ち
で
あ
り
、
年
少
者
を
中
心
と
す
る
一
般
の
初
学
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

っ
た
。

三
、
年
少
者
の
娯
楽

『
回
世
美
談
』
が
デ
フ
ォ
ー
作
の
小
説
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
は
、「
凡
例
」
に
お
い
て
、「
此
書
ハ
原
本
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
ク
ル
ー
ソ
ー
」

ト
題
セ
ル
狗
児
僧
カ﹇

ガ
﹈紀

行
ニ
係
ル
美
談
珍
事
ヲ
集
メ
タ
ル
小
説
ニ
シ
テ
英
国
人
「
タ﹇
ダ
﹈ニ

エ
ー
ル
デ
ホ
ー
」
氏
ガ
著
述
ニ
依
ル
所
ナ
リ
」
と
示
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さ
れ
た
。「
凡
例
」
に
は
ま
た
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
た
。

書
中
原
意
ノ
冗
長
ニ
シ
テ
幼
者
等
却
テ
解
シ
難
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
簡
訳
シ
将
タ
原
意
ニ
シ
テ
未
タ﹇
ダ
﹈意

味
ヲ
味
フ
ニ
難
キ
モ
ノ
ハ
更
ニ
二
三

ノ
略
語
ヲ
挿
ミ
一
層
瞭
明
ニ
為
ス
ガ
如
キ
頗
ル
工
風
ニ
係
ル
者
ア
リ
故
ニ
文
体
ノ
如
キ
モ
勤
テ
俗
咄
ヲ
本
ト
セ
リ
識
者
幸
ニ
嗤
笑
ス
ル

勿
レ

『
魯
敏
遜
漂
行
紀
略
』
の
訳
者
は
、
原
文
に
忠
実
に
訳
そ
う
と
し
た
た
め
、
訳
文
が
「
一
種
名
づ
く
べ
か
ら
ざ
る
の
体
」
に
な
っ
た
と
断

っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
訳
者
が
「
識
者
幸
ニ
嗤
笑
ス
ル
勿
レ
」
と
言
う
の
は
、「
幼
者
」
に
と
っ
て
読
み
や
す
い
も
の
に
す
る
た
め
、「
俗
咄

ヲ
本
」
と
し
て
訳
文
を
作
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
幕
末
期
の
翻
訳
者
が
読
者
の
識
字
能
力
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
に
対
し
、

こ
こ
で
は
、
学
問
に
十
分
習
熟
し
て
い
な
い
「
幼
者
」
が
読
む
こ
と
を
想
定
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
訳
文
を
作
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

翻
訳
に
際
し
て
、
山
田
は
原
文
の
一
人
称
に
よ
る
叙
述
を
採
用
せ
ず
、
語
り
手
が
「
狗
児
僧
」
に
つ
い
て
語
る
と
い
う
構
造
の
文
に
改
め

た
。
そ
の
訳
文
の
文
体
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

鉄
士
ノ
思
能
ク
金
石
ヲ
透
ス
ト
宜
ナ
ル
哉
茲
ニ
英
国
貴
族
ノ
一
子
ナ
ル
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
狗ク

ル児
僧ソ
ウ

」
ト
云
ヘ
ル
人
ア
リ
千
六
百
三
十
二

年
「
イ
ヨ
ル
ク
」
町
ニ
生
タ
リ
其
父
ハ
小
岡
ニ
依
テ
住
ス
ル
「
ベ
ル
メ
ン
」
人
ニ
テ
元
来
此
国
ノ
産
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
リ
シ
サ
レ
ド
交
易
ノ

為
ニ
数
々
英
国
ニ
来
リ
ツ
ヽ
遂
ニ
止
リ
テ
狗
児
僧
ガ
母
ニ
縁
組
セ
シ
夫
ヨ
リ
人
彼
ヲ
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
」
ト
ゾ
呼
ニ
ケ
ル
扨
コ
ノ
狗
児
僧

ハ
初
ノ
名
ヲ
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
ク
ル
ゾ
ナ
ア
」
ト
呼
ビ
ケ
ル
ガ
其
後
国
語
ノ
訛
カ
ラ
自
然
ト
狗
児
僧
ト
ゾ
呼
レ
ケ
ル
自
身
ニ
モ
左
ハ
極

メ
シ
テ
ソ
ハ
書
キ
タ
リ
シ
夫
ヨ
リ
彼
ノ
中
間
ニ
モ
皆
狗
児
僧
ト
呼
ビ
タ
リ
ケ
ル

（
第
一
回
、
一
丁
表
〜
裏
）

「
宜
ナ
ル
哉
」
ま
で
の
部
分
は
訳
者
に
よ
る
加
筆
で
あ
る
。「
鉄
士
ノ
思
能
ク
金
石
ヲ
透
ス
」
と
は
、「
志
誠
感
之
、
通
於
金
石
（
志
誠
に

し
て
之
に
感
ず
れ
ば
、
金
石
に
通
ず
）」（『
孔
子
家
語
』
六
本
）
の
よ
う
に
、
意
志
の
強
い
こ
と
を
言
う
漢
文
脈
由
来
の
表
現
で
あ
る
。『
漂

荒
紀
事
』
の
訳
者
で
あ
る
黒
田
が
「
四
方
ノ
志
ア
リ
」（「
和
蘭
訳
者
自
叙
」
二
九
）
と
言
い
、
箕
作
阮
甫
が
「
数
経
歴
艱
虞
、
流
落
窮
島
、

顚
沛
委
頓
、
阨
窮
不
憫
。﹇
…
﹈
其
才
幹
之
茂
、
有
大
卓
越
於
尋
常
者
（
数

し
ば
し
ば

艱
虞
を
経
歴
し
、
窮
島
に
流
落
し
、
顚
沛
委
頓
、
阨
窮
し
て

二
九 

前
掲
『
漂
荒
紀
事
』、

二
六
七
頁
。
こ
の
部
分
が
原
文

に
な
く
、
黒
田
が
加
え
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
松
田
清
「
黒

田
麹
廬
研
究
の
た
め
に
」（
平

田
前
掲
書
所
収
）、
一
三
七
〜

一
三
八
頁
参
照
。
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憫う
れ

え
ず
。﹇
…
﹈
其
の
才
幹
の
茂さ
か

ん
な
る
、
大
い
に
尋
常
に
卓
越
す
る
者
有
り
）」（「
魯
敏
遜
漂
行
紀
略
序
」）
と
言
っ
た
よ
う
に
、「
魯
敏
孫

（
遜
）」
は
、
航
海
に
乗
り
出
し
た
大
き
な
志
と
、
島
で
生
き
延
び
た
優
れ
た
才
能
と
精
神
力
と
を
持
っ
た
人
物
と
し
て
、
漢
文
脈
的
な
修
辞

と
思
考
に
よ
っ
て
英
雄
化
さ
れ
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。「
鉄
士
ノ
思
能
ク
金
石
ヲ
透
ス
」
と
始
ま
る
『
回
世
美
談
』
は
、
幕
末
期
か
ら
形
成

さ
れ
た
漢
文
脈
的
な
英
雄
像
を
継
承
し
、「
狗
児
僧
」
を
形
象
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

訳
文
の
文
体
は
、「
狗
児
僧
」
を
英
雄
化
す
る
漢
語
を
中
心
と
す
る
文
体
で
あ
り
、
漢
文
訓
読
体
を
基
本
と
す
る
一
方
、「
ゾ
」
や
「
ケ
ル
」

を
交
え
た
近
世
の
読
本
に
近
い
文
体
に
も
な
っ
て
い
る
。
漢
語
を
基
本
と
す
る
読
本
の
文
体
は
漢
文
脈
的
に
英
雄
化
さ
れ
た
「
狗
児
僧
」
に

つ
い
て
語
る
文
体
と
し
て
相
性
が
良
い
が
、『
回
世
美
談
』
に
お
い
て
は
、「
凡
例
」
に
「
俗
咄
ヲ
本
ト
セ
リ
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
使

用
は
文
体
の
通
俗
化
を
図
る
と
い
う
意
味
も
持
っ
て
い
た
。

第
一
回
に
お
い
て
は
「
狗ク

ル児
僧ソ
ウ

」
の
み
に
し
か
な
か
っ
た
ル
ビ
が
第
二
回
か
ら
増
加
す
る
な
ど
、
文
体
の
通
俗
化
は
回
の
進
行
と
と
も
に

進
み
、
第
三
回
に
至
っ
て
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
代
わ
っ
て
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
変
化
は
冒

頭
で
述
べ
た
発
兌
書
肆
の
交
代
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
の
よ
う
な
文
体
の
変
化
を
伴
う
も
の
で
も
あ
っ
た
。

扨さ
て

も
海か
い
ぞ
く賊

は
狗
児
僧
が
船ふ
ね

に
近ち
か

づ
き
よ
ら
ん
と
舳と
も

か
ら
来
る
を
間ま
ち
が違

へ
て
船ふ
ね
わ
き側

の
方
か
ら
来
り
し
が
気き

つ
い
て
返か
へ

す
其そ
の
と
き時

に
狗
児
僧

並な
ら
び

に
船
人
ら
は
折を
り

こ
そ
よ
け
れ
逃
す
な
と
船
側
に
備そ
な
へ

し
八
門
の
大お
ゝ
つ砲ゝ

を
こ
そ
打う

ち発
だ
せ
し
係か
ゝ
る

と
こ
ろ
に
賊ぞ
く
か
た方

で
は
二
百
余
人
の

小て
し
た賊

に
各
お
の
〳
〵

小つ

銃ゝ
を
持も
た

し
め
た
れ
ば
此こ
ち
ら方

に
む
か
つ
て
打
た
り
去さ
れ

ど
い
づ
れ
も
其
間ま

遠と
を

く
て
共
に
達と
ゝ
か

ざ
り
し
は
亦ま
た

両し
あ
わ
せ幸

と
ぞ
な
り
に

け
る
去さ

れ

ど
狗
児
僧
方
の
水せ
ん
ど
う夫
ら
は
元も
と

よ
り
滑こ
つ
け
い稽
の
遊ゆ
う
じ
ん人
な
れ
ば
賊
の
威い
せ
い勢
に
怕お
そ
れ

を
な
し
て
又
と
向
は
ん
勢
な
し（

第
三
回
、
十
五
丁
表
）

こ
れ
は
「
狗
児
僧
」
が
海
賊
の
襲
撃
を
受
け
た
場
面
で
あ
り
、「
狗
児
僧
方
」
と
「
賊
方
」
と
い
う
語
句
を
用
い
て
合
戦
の
場
面
の
よ
う

な
描
写
が
な
さ
れ
る
。「
舳
か
ら
来
る
を
間
違
へ
て
」
以
下
は
七
五
調
を
交
え
て
記
さ
れ
、「
大お

ゝ
つ砲ゝ
」、「
打う

ち発
だ
せ
し
」、「
両し
あ
わ
せ幸
」
の
よ
う
に
、

漢
語
に
平
易
な
訓
を
当
て
る
こ
と
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
へ
と
切
り
替
わ
っ
た
第
三
回
の
初
め
に
置
か

れ
て
い
た
が
、
第
二
回
の
末
尾
に
は
、「
扨サ

テ

是
迄
ハ
発ホ
ツ
タ
ン端

ノ
コ
ト
ナ
レ
バ
余ア
マ
リ

面
白
キ
処
ニ
至
ラ
ザ
レ
ト﹇
ド
﹈モ

コ
レ
ヨ
リ
追
々
妙ヲ
モ
シ
ロ
キ味

ニ
入
看
客

飽ア
カ

ズ
ニ
見
玉
ヘ
カ
シ
」（
第
二
回
、
十
一
丁
裏
）
と
書
か
れ
て
お
り
、
読
本
式
の
文
体
へ
の
傾
斜
は
、
通
俗
性
と
娯
楽
性
双
方
の
追
求
を
原

動
力
と
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

文
体
の
変
化
を
伴
っ
た
、
通
俗
性
と
並
立
す
る
娯
楽
性
の
形
成
は
、
学
問
の
蓄
積
が
な
い
年
少
者
を
想
定
読
者
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
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じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
年
少
者
を
想
定
読
者
と
す
る
こ
と
は
、
実
事
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
小
説
を
読
む
と
い
う
学
問
的
な
読
書
様
式
が
取

ら
れ
な
い
こ
と
を
想
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
年
少
者
に
と
っ
て
の
娯
楽
性
を
生
み
出
す
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
翻
訳
に
際
し
て
想
定
さ
れ
る
読
者
お
よ
び
読
書
様
式
の
差
異
が
主
人
公
の
呼
称
の
差
異
と
し
て
も
現
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
幕
末
期
に
お
い
て
主
人
公
が
「
魯
敏
孫
」（『
漂
荒
紀
事
』）、「
呂
敏
孫
」（「
孤
島
僻
栖
」）、「
魯
敏
遜
」（『
魯
敏
遜
漂
行
紀
略
』）
と
呼

ば
れ
た
の
に
対
し
、『
回
世
美
談
』
に
お
い
て
は
「
狗
児
僧
」
が
呼
称
と
さ
れ
た
。『
回
世
美
談
』
に
お
け
る
呼
称
の
選
択
が
意
図
的
に
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
で
は
、「
此
書
は
魯
賓
孫
氏
が
世
界
見
物
の
面
白
き
欧
洲
雄
名
の
書
に
て

既
に
一
回
を
発
」（『
朝
野
新
聞
』
明
治
十
年
十
二
月
十
三
日
）、「
盧
賓
孫
氏
の
航
海
に
係
る
面
白
き
書
な
り
」（『
東
京
絵
入
新
聞
』
明
治

十
一
年
一
月
九
日
）、「
今
般
既
ニ
魯
賓
孫
氏
ガ
奇
計
賊
手
ヲ
逃
レ
夫
ヨ
リ
怪
物
ニ
出
会
迄
出
板
」（『
団
団
珍
聞
』
五
十
八
号
、
明
治
十
一
年

四
月
二
十
七
日
）
の
よ
う
に
、「
魯
（
盧
）
賓
孫
」
が
呼
称
と
さ
れ
た
一
方
、『
出
版
書
目
月
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
概
要
で
は
、「
英
人
ク
ル

ソ
ウ
危
難
ヲ
免
レ
シ
始
末
ヲ
記
ス
」（
第
一
号
、
明
治
十
一
年
一
月
分
）、「
此
篇
ハ
英
人
ク
ル
ソ
ウ
ノ
賊
手
ニ
陥
リ
及
ヒ﹇

ビ
﹈囚

場
ヲ
脱
セ
シ
事

ヲ
記
ス
」（
第
三
号
、
明
治
十
一
年
三
月
分
）
の
よ
う
に
、「
ク
ル
ソ
ウ
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
、「
狗
児
僧
」

と
は
『
回
世
美
談
』
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
の
み
用
い
ら
れ
る
呼
称
で
あ
り
、
テ
ク
ス
ト
が
学
問
的
な
読
書
様
式
に
よ
っ
て
読
ま
れ
る
も
の

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
号
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、『
回
世
美
談
』
の
翻
訳
に
お
い
て
、
年
少
者
と
い
う
幕
末
期
と
は
異
な
る
読
者
層
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
魯
（
盧
）

賓
孫
」
の
事
跡
を
も
と
に
し
た
小
説
を
、「
魯
（
盧
）
賓
孫
」
を
知
ら
な
く
て
も
楽
し
め
る
物
語
と
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
広
告
に
お
い

て
「
魯
（
盧
）
賓
孫
」
と
い
う
呼
称
を
継
承
す
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
幕
末
期
以
来
、
蕃
書
調
所
を
中
心
に
、
漢
文
脈
の
小
説

観
に
則
っ
て
な
さ
れ
た
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
の
受
容
に
変
化
を
も
た
ら
す
た
め
に
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
年
少
者
向
け
の

テ
ク
ス
ト
を
作
る
と
い
う
教
育
の
意
識
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
蕃
書
調
所
を
引
き
継
い
だ
開
成
所
な
い
し
大
学
南
校

に
在
籍
経
験
を
持
ち
、
教
部
省
と
私
塾
と
い
う
教
育
に
関
わ
る
場
に
い
た
訳
者
の
山
田
は
、
蕃
書
調
所
を
中
心
と
し
て
受
容
さ
れ
た
『
ロ
ビ

ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
を
明
治
の
年
少
者
に
届
け
る
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
分
章
と
語
り

明
治
改
元
後
、
十
年
頃
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
物
語
類
の
訳
者
に
は
、
学
校
で
の
教
育
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
者
が
多
い
。
そ
の
中
で
も
特
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三
〇 

柳
田
前
掲
書
、
二
九
四

〜
二
九
五
頁
。

三
一 

「
泰
西
世
説
新
緒
言
」

（
中
川
将
行
訳
『
泰
西
世
説
』

巻
之
一
、
柳
原
喜
兵
衛
・
岡
田

文
助
、
明
治
七
年
）、
一
丁
表
。

三
二 

永
峰
秀
樹
訳
『
開
巻
驚
奇

暴
夜

物
語
』
巻
之
一
（
山
城
屋
政
吉
、

明
治
八
年
）、
一
丁
表
。

三
三 

永
峰
秀
樹
訳
『
開
巻
驚
奇

暴
夜

物
語
』
巻
之
二
（
山
城
屋
政
吉
、

明
治
八
年
）、
一
丁
表
。

に
目
立
つ
の
は
、
山
田
と
同
じ
く
旧
幕
臣
で
、
徳
川
宗
家
と
と
も
に
静
岡
に
移
住
し
た
静
岡
県
士
族
た
ち
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
西
国
立
志
編
』（
明
治
三
年
〜
四
年
）
の
訳
者
で
あ
る
中
村
正
直
は
静
岡
学
問
所
の
教
授
で
あ
り
、
静
岡
学
問
所

と
並
ぶ
洋
学
校
で
あ
っ
た
沼
津
兵
学
校
の
教
授
で
あ
る
渡
部
温
は
『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』（
明
治
六
年
）
を
出
版
し
た
。
ま
た
、
沼
津
兵
学

校
で
学
ん
だ
後
、
海
軍
兵
学
校
の
教
官
と
な
っ
た
永
峰
秀
樹
は
、『
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
』
を
『
開
巻

驚
奇

暴
夜
物
語
』（
明
治
八
年
）
と
し
て
翻
訳

し
、
永
峰
と
と
も
に
沼
津
兵
学
校
か
ら
海
軍
兵
学
校
の
教
官
と
な
っ
た
三
〇
中
川
将
行
も
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
社R

obert and W
illiam

 

C
ham

bers

の
「
シ
ョ
ル
ト
、
ス
ト
ー
リ
ー
ス
三
一
」
を
『
泰
西
世
説
』（
明
治
七
年
）
と
し
て
翻
訳
し
た
。
静
岡
県
士
族
以
外
に
も
、
慶
応

義
塾
を
開
い
た
福
沢
諭
吉
に
は
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
のThe M

oral C
lass-B

ook

（
一
八
六
〇
）
を
訳
し
た
『
童
蒙
を
し
へ
草
』（
明
治
五
年
）
が

あ
り
、
そ
の
門
下
の
福
沢
英
之
助
に
は
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
を
訳
し
た
『
訓
蒙
話
草
』（
明
治
六
年
）
が
あ
っ
た
。

教
育
者
た
ち
の
翻
訳
に
共
通
す
る
の
は
、
西
洋
に
お
け
る
初
学
者
向
け
の
読
み
物
を
原
書
と
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
短
い
話
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
回
世
美
談
』
は
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
長
編
作
品
を
翻
訳
の
対
象
と
し
た
が
、
全
体
を
六
十
回
に

分
け
て
い
る
点
は
、
短
い
話
の
集
合
か
ら
成
る
翻
訳
幼
学
書
と
の
共
通
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
章
分
け
に
つ
い
て
は
原
書
を
襲
っ
た
可
能
性

も
あ
る
が
、「
全
本
ヲ
分
ツ
テ
六
十
回
ト
シ
」（「
凡
例
」）
と
い
う
言
い
方
か
ら
し
て
、
六
十
回
に
分
け
た
の
は
山
田
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
注
目
す
べ
き
は
、
第
二
回
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
を
上
下
な
い
し
上
中
下
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
題
を
付
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
回

の
進
行
と
と
も
に
娯
楽
性
が
増
大
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
一
回
を
さ
ら
に
分
け
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
読
者
の
読
み
を
助
け
る
と
い

う
意
識
か
ら
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
山
田
は
、
長
編
を
複
数
の
章
に
よ
っ
て
細
か
く
分
割
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
短
い
話
を
読
む
こ
と

を
基
本
と
す
る
読
書
形
態
を
前
提
に
長
編
の
翻
訳
を
試
み
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
複
数
の
物
語
の
集
合
で
あ
り
、
か
つ
全
体
と
し
て
一
つ
の
長
編
で
も
あ
る
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
』
を
翻
訳
し
た
『
暴
夜

物
語
』
が
『
回
世
美
談
』
と
同
様
の
文
体
の
推
移
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
示
唆
さ
れ
る
。『
暴
夜
物
語
』
は
二
巻
で
中
絶
し
た
が
、
巻

之
一
で
は
「
昔
シ
佐サ

ツ
サ
ニ
ア
ン

々
爾
安
ノ
朝
ニ
一
人
ノ
英
主
ア
リ
此
帝
生
レ
ナ
ガ
ラ
智
仁
勇
ヲ
兼
備
シ
又
幕
下
ニ
勇
将
多
ク
臣
民
ハ
之
ヲ
愛
敬
シ
敵
国

ハ
之
ヲ
恐
怖
シ
タ
リ
三
二
」
の
よ
う
に
、
漢
文
訓
読
体
に
近
か
っ
た
の
が
、
巻
之
二
で
は
「
昔
し
一
人
り
の
老
父
あ
り
漁
猟
を
生
計
と
な
し

其
性
固
よ
り
正
直
に
し
て
又
勤か

せ
ぎ
も
の

業
者
な
り
け
れ
ば
一
日
た
り
と
も
怠
る
こ
と
な
か
り
し
も
得
る
利
は
細
く
家
族
は
多
く
一
人
の
妻
に
三
人
の

子
を
養
ひ
兼
ね
家
い
と
貧
し
く
危
き
露
命
を
其
日
々
々
と
漸
く
に
繋
ぎ
留
め
た
る
計ば

か

り
な
り
き
三
三
」
の
よ
う
に
、
読
本
式
の
も
の
に
変
わ

っ
て
い
る
。
初
学
者
向
け
の
短
編
物
語
集
の
翻
訳
に
は
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
口
語
体
の
会
話
文
を
用
い
た
『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』
の

よ
う
な
も
の
も
あ
っ
た
が
、『
西
国
立
志
編
』、『
泰
西
世
説
』、『
訓
蒙
話
草
』
が
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
、『
童
蒙
を
し
へ
草
』
が
初
版
で
は

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
っ
た
の
が
『
童
蒙
教
草
』
と
改
称
さ
れ
た
再
版
（
明
治
十
三
年
）
で
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
と
な
っ
た
よ
う
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に
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
を
用
い
つ
つ
、
ル
ビ
の
使
用
な
ど
に
よ
っ
て
初
学
者
に
配
慮
し
た
訳
文
を
作
り
出
す
も
の
も
多
く
あ
っ
た
。『
暴

夜
物
語
』
と
『
回
世
美
談
』
は
こ
れ
ら
と
同
様
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
を
出
発
点
と
し
つ
つ
、
全
体
が
長
編
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢

字
平
仮
名
交
じ
り
文
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

短
い
も
の
か
ら
長
い
も
の
へ
と
い
う
発
想
は
、『
暴
夜
物
語
』
の
訳
者
で
あ
る
永
峰
と
行
動
を
共
に
し
、『
泰
西
世
説
』
を
訳
し
た
中
川
が
、

原
書
に
つ
い
て
、「
元
ト
児
童
ヲ
シ
テ
事
ヲ
記
シ
文
ヲ
学
バ
シ
ム
ル
為
メ
ニ
著
ス
所
ノ
書
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
文
章
初
メ
短
簡
ニ
シ
テ
後
チ
長
演

ニ
至
ル
モ
ノ
ハ
蓋
シ
読
者
ヲ
シ
テ
漸
ク
佳
境
ニ
入
ラ
シ
メ
ム
ガ
為
メ
ナ
リ
三
四
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
文
を

学
ぶ
た
め
の
階
梯
と
し
て
「
短
簡
」
か
ら
「
長
演
」
へ
と
い
う
流
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
文
を
読
む
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
も
、
同
様
の

階
梯
は
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
段
階
的
な
学
習
の
発
想
を
支
え
と
し
て
、
短
編
集
か
ら
『
暴
夜
物
語
』
へ
、
そ
し
て
『
回
世

美
談
』
へ
と
い
う
翻
訳
の
流
れ
が
教
育
者
た
ち
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
分
章
の
操
作
を
す
る
上
で
、
語
り
手
が
「
狗
児
僧
」
の
物
語
を
語
り
聞
か
せ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
相
性
が
良
か
っ
た
。

『
回
世
美
談
』
の
訳
文
が
一
人
称
で
書
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
原
文
の
表
現
構
造
の
理
解
の
問
題
三
五
や
、
人
称
と
い
う
概
念
の

理
解
の
問
題
三
六
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
年
少
者
へ
の
教
育
を
意
識
し
た
翻
訳
に
お
い
て
選
択
さ
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
全
体
を
複
数
の
回
に
分
け
る
と
い
う
の
は
漢
文
脈
に
お
け
る
章
回
小
説
の
基
本
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
以
上
述
べ
た
分
章

の
操
作
も
、
章
回
小
説
の
応
用
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
。『
回
世
美
談
』
の
各
回
の
末
尾
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

折
シ
モ
纜
ヲ
解
キ
テ
「
バ
ン
バ
ル
」
港
ヲ
出
ル
カ
出
ヌ
ニ
風
吹
出
シ
漸
ク
ニ
海
上
高
ク
波
打
上
ケ﹇

ゲ
﹈サ

モ
恐
シ
ゲ
ナ
ル
形
状
ニ
鳴
渡
リ
テ

ゾ
来
リ
ケ
ル

（
第
一
回
、
八
丁
表
）

狗
児
僧
モ
又
ア
チ
ラ
ヘ
ト
漕コ

ギ
サ
リ走

シ
ガ
海
賊
今
ハ
一
致
シ
テ
一
度
ニ
ド
ツ
ト
押ヲ
シ
キ
タ来

ル
狗
児
僧
余
義
ナ
ク
防フ
セ
ギ戦

ノ
用
意
ヲ
調ト
ヽ
ノ

ヘ
自
身
ノ
船

ヲ
省
ミ
レ
バ
十
二
ノ
大オ

ヽ
ヅ砲ヽ

ニ
十
八
ノ
滑
稽
人
ノ
ア
リ
タ
リ
ケ
ル

　（
第
二
回
、
十
一
丁
表
〜
裏
）

斯
て
追お
い
〳
〵々

暗く
ら

く
な
る
に
従
が
ひ
て
豈あ
に

思
き
や
向
の
浜
べ
に
て
奇き
た
い異

な
る
叫さ
け
び
ご
へ声

い
と
か
わ
り
た
る
さ
わ
ぎ
せ
り
こ
れ
を
聞き
ゝ

て
ぞ
ジ
リ
イ

三
四 

前
掲
「
泰
西
世
説
新
緒

言
」、
一
丁
表
〜
裏
。

三
五 

宇
佐
美
前
掲
論
文
。

三
六 

高
橋
前
掲
論
文
。
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は
深ふ
か

く
驚
を
ど
ろ
き

う
ち
な
げ
き
殺
さ
る
べ
し
と
ぞ
啼な
き

に
け
る

（
第
三
回
、
二
十
丁
裏
）

狗
児
僧
夫
れ
を
受
る
へ﹇
ベ
﹈く

、
心
頻
り
に
せ
き
立
ど
夫
を
受
け
に
出
て
彼
等
の
姦
計
に
当
ん
か
と
し
ば
し
猶
予
を
成
て
有
し
間
に
、
彼
等

は
向
へ
行
け
れ
ば
得
た
り
と
喜
び
送
物
を
皆
船
中
迄
取
り
込
し
斯
て
彼
等
に
は
暫
く
し
て
亦
集
り
て
来
り
け
る

（
第
四
回
、
二
十
五
丁
表
〜
裏
）

章
回
小
説
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
の
末
尾
で
次
回
の
導
入
と
な
る
新
た
な
事
件
の
発
生
が
告
げ
ら
れ
る
が
、『
回
世
美
談
』
に
お

い
て
次
回
の
導
入
と
な
る
一
文
は
す
べ
て
「
け
る
」
で
終
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
語
り
が
一
つ
の
様
式
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
様
式
化
さ
れ
た
語
り
に
よ
っ
て
物
語
を
細
分
化
し
つ
つ
、
読
者
を
次
回
へ
誘
導
す
る
こ
と
は
、
読
者
を
物
語
に
引

き
つ
け
る
と
と
も
に
、
読
者
の
読
み
を
助
け
る
も
の
と
な
る
。『
回
世
美
談
』
の
語
り
は
、
漢
文
脈
に
お
け
る
章
回
小
説
の
分
章
の
ス
タ
イ

ル
が
、
短
編
を
集
め
た
西
洋
の
児
童
向
け
本
を
訳
し
た
翻
訳
幼
学
書
の
系
譜
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
漢

学
を
基
礎
と
し
て
洋
学
を
学
ん
だ
者
た
ち
が
教
育
者
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
明
治
初
期
翻
訳
小
説
の
語
り
の
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

他
の
西
洋
小
説
よ
り
早
く
幕
末
期
か
ら
受
容
さ
れ
た
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
は
、
小
説
を
実
事
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
捉
え
る

漢
学
的
な
読
書
様
式
に
よ
っ
て
読
ま
れ
、
時
に
は
そ
の
小
説
観
と
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
翻
訳
さ
れ
た
。
明
治
最
初
の
翻
訳
で
あ
る
『
回
世

美
談
』
は
、
幕
末
期
に
は
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
年
少
者
を
対
象
読
者
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漢
学
的
な
読
書
様
式
を
例
外
的
に
考
慮
せ
ず
、

通
俗
性
と
娯
楽
性
を
併
せ
持
つ
物
語
と
し
て
翻
訳
を
行
っ
た
。
そ
の
成
立
は
、
英
学
が
蘭
学
に
代
わ
り
、
洋
学
が
一
般
的
な
学
問
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
く
明
治
初
期
の
教
育
空
間
の
変
動
を
背
景
と
し
て
起
こ
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
、
今
後
は
明
治
初
期
の
小
説
翻
訳
に
お

け
る
教
育
者
た
ち
の
役
割
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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引
用
に
際
し
て
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
合
字
を
二
文
字
に
書
き
改
め
た
。
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の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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